













感染病流行動態を記述する古典的なモデル SIR モデルが有名である (稲葉ほか,2008). d
dtS =
¡¯IS ; ddtI = ¯IS ¡ °I ; ddtR = °I ここで,¯ は感染率,° は回復率／隔離率をあらわす.
よって,¯I(t)は時刻 tにおける感染力をあらわす.このモデルでは総人口は常に一定値をとるN =
S(t) + I(t) +R(t) =一定:
非線形力学の観点から様々な拡張が行われている (稲葉ほか,2008)が,最近の H1N1インフルエ
ンザ流行の動態の様子をかんがみても,このような力学モデルによる記述では現実をとらえていな








P (S; I; t) = ¯(S+1)(I¡1)P (S+1; I¡1; t)+°(I+1)P (S; I+1; t)¡ [¯SI+°I]P (S; I; t)





P (I; t) = ¯N(I ¡ 1)P (I ¡ 1; t) + °(I + 1)P (I + 1; t)¡ [¯NI + °I]P (I; t)
これは単純生成死滅過程に帰着する.しかし,流行が発生し始めると各種対策が施されるために ¯









p(n; t) = ¸(n¡ 1; t)p(n¡ 1; t)¡ ¸(n; t)p(n; t) (n ¸ 1)
ここで, ¸(n; t)は１次の n依存性があるとし,·(t)は時間の任意関数とする; ¸(n; t) = ·(t)(®n+¯) :
Feller(1967)は ¸(n; t) = (1 + ®n)=(1 + ®t)の場合,Konno(1986)は ¸(n; t) = ¸(1 + ®n)=(1 + ®¯t)
の場合の解を与えている. 上記のモデル (3.1)の解は
(3.2) p(n; t) = (exp(¡¤(t))) ¯®
µ













p(n; t) = ¸(n¡ 1; t)p(n¡ 1; t) + ¹(n+ 1; t)p(n+ 1; t)¡ [¸(n; t) + ¹(n; t)]p(n; t) ;
¸(n; t) = ¸(t)n そして ¹(n; t) = ¹(t)n: ここで,¸(t)及び ¹(t)は任意の時間関数とする.このマス
ター方程式 (3.3)の解は
(3.4) p(n; t) =
(W (t))n¡1V (t)V (0)
(V (t) +W (t))n+1
(n 6= 0) ;




V (0) 及びW (t) =
R t
0
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